
無効審判における訂正請求の問題点 

 

【事案】 

①知財高裁平１９．６．２０決定（平１９行ケ１００８１） 

②知財高裁平１９．７．２３決定（平１９行ケ１００９９） 

③知財高裁平１９．９．１２決定（平１８行ケ１０４２１） 
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知財高裁平１９．６．２０決定（平１９行ケ１００８１） 

 

 

 

 

 



知財高裁平１９．７．２３決定（平１９行ケ１００９９） 

 

 

 

 

 

 

知財高裁平１９．９．１２決定（平１８行ケ１０４２１） 

 



 

 

 

【対策】 

無効審判において予め各請求項記載の発明の「無効化確率」をある程度見極めておき、当該「無効

化確率」に応じて、従属クレームを独立クレーム形式に書き換える訂正を行っておくなどの手当て

が必要か？ 
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